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Abstract

　
‘
Kyuri　 Chukanbohon 　 Nou 　 5　 Gげ，　 a　 cucumber （Cuc

’
umis 　 sativus 　 L，）cultivar 　 widl 　 rcsistallcc 　to　powdery 　 mildew

（PodoSphaexa 　xanthii （Castaggnc）U ．　Braun＆ N．　ShishkofD　n 〔｝t　only 　at　higher　temperatures （above 　26°C），　but　also 　 at

relatively　cool 　temperatures （20DC ）was 　bred　as　potcntial　breeding　materiaL 　This　cultivar　is　the　progeney丘om 　crosses 　among

CS −PMRI ，
‘Sharp　1

’
（Saitama　Gcns｝ai　lkug．　eikai　Co．　Japan）and

‘Rira’（Enza　Zadell　B鳩 the　Netherlands）．　The　resistance 　tQ

powdery　mildew 　is　thought 　to　be　cQntroUed 　by　2　genc　pairs，　a　lnajor　ressessive 　gene　and 　an　incomplctcly　dom ／nant 　gene　that
enhances 　the　resistance 　at　coolcr 　temperature ．　Fruits　are　bQrne　on 　thc　lnain 　stem 　and 　lateral　branGhes，　The 　fruit　is　relatively
small （approxilnately 　60　g）and 　similar 　to　Beit　Alfa　type　eucumber 　and 　has　smooth 　surface 　without 　warts 　or　spines ，　The 　color 　of

the　fruit　skjn 　ig．　dark　green．　The 　skin 　is　tougher 　and 　fiesh　is　slightly　sofier　without 　bitterness　in　fruit．　Maturc 　imits　are 　yellosvish

grcen　with 　dense　netting ，　This　cultivar 　is　a　usefU 且breeding　material 　fer　powdery　mildew −resistant　cucumber ，
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緒　　言

　 キ ュウ リ （Cucumis　sativus 　L．）栽培 に お い て，う ど ん こ

病 〔Podosphaera　xanthii （Castaggne）U ．　Braun＆ N ．　Shishkoff）

は 大 きな被 害 を もた らす 病 害 の 一
つ で あ る．わ が 国 の ハ ウ

ス キ ュウ リ は う どん こ 病 に 弱 い こ とに 加 え （森下 ら，2002），
ブ ル ーム レ ス 台 木 品 種 が普 及 した 1990年以 降 は 特 に 穂木

キ J ウ リ の う どん こ 病 耐病 性 が低下 し （本島，1991；sakata

ら，2006b ），被害 は 著 し くな っ た ．うどん こ 病 の 防除 に は

化 学 農薬 が一般 に 利用 され て い る が，キ ュ ウ リ栽培 で は 収

穫 を連 日彳」

．
うた め 防除適期 を逸す る こ とが あ り，そ の 結果

収 量 や 品質 の 低 下 を招 く こ とが多い ．薬剤散布 に 要す る 労

働 や 経 費 に つ い て も生 産 者 に とっ て は 避 け た い 負担 で あ

る．さ らに，食品の 安全 ・安心 とい う視点 か ら減農薬 ・無

2007年 4刀 4 日　受付．2007年 7 月 23H 　受理．
本 報 告 の

一
部 は 園芸 学 会 平成 18年度秋季大会お よ び Cu 。urbitaceae

2006で発表 した．
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農薬栽培 に よ る生 産 物 を求め る 消費者 の 声は 大きい．

　薬剤散布 を減 ら し，減 農 薬・無 農 薬 栽 培 を行 うた め に は，

病害抵抗性 品種 の 利用 が 望ま し い ，
‘
あそ み ど り 5 号

’
〔（株）

久 留 米 原 種 育成 会 ） な ど e）夏 秋 用 キ ュウ リ 品 種 や イ ボ ・ト

ゲ の 無 い 独 特 の 果 実 形 態 を持 つ
‘
フ リ ーダ ム ハ ウ ス 2 号

（（株）サ カ タ の タ ネ ） な ど の ・．・部 の 品 種に は ，25°C 程度以

上 の 中 高温 条 件 下で 抵 抗 性 を発 現 す る う どん こ 病 抵抗性

（高 温 型 う どん こ 病 抵 抗．鴎 が 導入 さ れ て い る．し か し，

20℃ 程 度 の 比 較的 低 温条件 下 で は こ れ ら の 抵抗性品種 で

も罹病す る こ とか ら （森下 ら，2002），秋 か ら春 に か けて の

うどん こ 病被害を 食い 止 め る こ とは で き ない ．ま た，世 界

的 に も，うどん こ 病 に 対 し て 高度 で 安 定 し た 抵 抗 性 を示 す

キ ュ ウ リ品 種 は 育成 され て い ない ．そ こ で ，農 林 水 産 省 野

菜 ・茶業試験場 （現 独 立 行政 法 人農 業 ・食 品産 業 総 合 技 術

研 究機構野 菜茶業研 究 所 ） の 森 下 らは，高温条 件 だ けで な

く，低 温 下 で も安定 した うどん こ 病 抵 抗性 を示 す 品種 ・
系

統 の 検索 を 開 始 し，イ ン ド原 産 の 雑 草 キ ュウ リ PI　197088

か ら温 度非依存型 の 高度な 抵 抗 性 を有す る系統 を選 抜 し，

遣伝的 に 固 定 させ た CS −PMRI を 得た （森
．
ドら，2002），

　我 々 は こ の 温 度非 依存型 うどん こ 病抵 抗 性 育種 素 材 CS −

PMRI を用 い て ，温 度非依存性 の う どん こ 病抵 抗 性 を有す

る新品種 の 育成 を 開始 した．しか しな が ら，CS −PMRI の 有
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す る 高度 な うどん こ 病 抵 抗 性 は 2 対 の 遺伝 子，す なわ ち 1

対 の 劣性 遺 伝 子 とも う 1対 の 不 完 全 優 「生遺 伝 子 に よ り制 御

さ れ て い る と考 え られ る た め （Morishitaら，2003），また ，

CS −PMRI の 果実形質 は 劣悪 で ある た め，実用品種 の 育成 に

は 多大 な時間を要す る も の と懸念 され る．一
方，そ の よ う

な貴重 な抵抗性 素材 は 早期 に 公 開 し，育 種 素 材 あ る い は 植

物病 理 学的 な研究用材料 な ど と し て 広 く利活 用 され る こ と

が望 ま し い，そ の 後，CS −PMR1 を 育種 素 材 とす る う どん こ

病 抵抗性 品種 の 開発過程 に お い て 比 較的 実 用 性 を 備 えた 抵

抗性系統 が得 られ た こ と か ら，キ ュウ リ 久 安 1号 の 地 方系

統番号 を 付与 し，2006年度 の 特性 検定 試験 に 供 した ．そ の

結果 ， 本系統 は う ど ん こ病 に 高度 な抵抗性 を示 す こ とが確

認 され た こ とか ら，改め て 　
L

き ゅ うり中間母本農 5 号 　と

命名 し，2007年 8月 に 品種 登録出願 した （出願番号 21329

号）．こ こ に，育成経過 と特性 の概要を 報告す る，

材料お よ び方法

1．育成経過

　 1997年 に 野菜 ・茶業試験場久留米支場 （福岡県久留米市）

に お い て，キ tZ ウ リ に お け る う ど ん こ病抵抗性 育種 を 開始

した．2002 年か らは 野 菜茶業妍 究所 〔三 重県 津市）に 移 り，

育 成 を 継 続 した．温 度非 依存型 の う どん こ病抵 抗性 個体 を

選 抜 す るた め，すべ て の 抵 抗性選抜 は 20℃ 条件で 実施 した．

　温度非依存型 う どん こ病抵抗性 の CS −PMRI 〔第 1 図）と，

日本の 代表的 ハ ウ ス キ ュ ウ リ品種で あ り，うどん こ病 に 罹

病性の
‘
シ ャ

ープ 1
’

（〔株）埼 玉 原種育成会〕 との Flを 自

殖 し て，F2 を 得 た，　 F2 お よ び F3 に お い て う ど ん こ 病抵抗

性 の 選抜 を し た F3個体 に，ベ イ ト ア ル フ ァ 型 キ ュウ リ の

‘
Rira

’
〔Enza　Zaden　BV ，オ ラ ン ダ）を交雑 し て 新た な Flを

得て ，以 降，う ど ん こ 病 抵抗性お よ び 果実形質 〔果形，果

皮色な ど）に よ る選抜 と 自殖を繰 り返 し，遺伝的に 固定を

図 ワ　
‘
きゅ う り中間母本農 57S

’
を育成 した 〔第 2 図）．

2．特性評価

　
‘
きゅ う り中間母本農 5 号

’
の 特性評仙に は ，温度非依存

型 うどん こ 病抵抗性 CS −PMRI ，高温型抵抗「茸を有す る
‘
ブ

リ
ーダ ム ハ ウ ス 2 号

’
お よ び 確病性

〜
と きわ

’
を 対照品 種

と し て 供試 し た ．2005 年 4 月 11 口 に 30°C で 催芽 し，4 刀

12 日 に 「園芸培 十」 （（株） ク レ ハ ） と 「ら くさ く　（ウ リ科

用）」 （協和種苗 （株））を 等量 混合 し た 培地 を詰 め た 9cm

ポ リ ポ ヅ ト に 播種 した．4 月 28 日に 野菜茶業研究所 （三 重

県 滓 rl∫） の ガ ラ ス 温 室 内 に 畝 幅 105　cm ，株間 40 　cm ，1 条

植 え で 定 植 した．仕 立 て 法 は す べ て 主 枝 1 本仕 立 て の 疏 ち

作 り と し，i 次 側 枝 は 第 1節 で 摘 心 した，特性 評 価は，植

物 遺 伝 資 源 特性 評 価 マ ニ ＝t．ア ル 第 4 分 冊野 菜類 「き ゅ う り．」

（農 林 水 産省 農 業生 物資源 研 究所 ，
1992 ）に 則 っ て 実施 した．

3．う どん こ病抵抗性検定

　
‘
ぎ ゅ う り中間 母本 農 5号

’
の 26°C，あ るい は 20DC 条件

下 に お げ る 抵 抗性 検定 に は，罹 病性 対照 岨種 と して
‘
シ ャ

ー

プ 1
’

，
‘
翠 星 節成 （久 留 米原 種育 成 会），久 留米 65号 〔久

留米 原 種 育 成 会 ），
‘
Poinsette　76

’
．高 温 型抵 抗性 対 照 品 種 と

し て　
‘
あそ み ど り 5 号

’
，

c

夏 節 成 ，
‘
フ リ ーダ ム ハ ウ ス 2

号
’
，そ し て 温度非依存型抵抗性 の CS −PMR1 を供試 した．

‘
きゅ う り 中間母本農 5 号

’
の うどん 二 病 抵抗性 の 遺 伝 解

析 に は，
〜
きゅ う り中問母 本 農 5 写 　と久 留 米 65 号 と の 交

雑後代 を供試 した ．2006 年 2 月 に 上 記 の 品種 ・
系統を 「ら

くさ く」 を 詰め た 72 穴 の セ ル ト レ イ に 播種 した．播 種 10

L亅後 の 幼 植物 （子 葉 展 開 時） に 対 し て，う ど ん こ 病 菌

（Podosphaera　xanthii （Castaggne）U ．　Braun ＆ N ．　ShishkofC），の

分生 了
』
懸濁液（LO 〜3．OxIOs 分生 子・mL 　

1
）を森下 ら （2002）

の 方法 に 従 っ て 噴霧接 種 し た．接種後 は，光 量 子 蜜 度

140μmol ・m
−2 ・s

−
L　気温 は 目的 に 応 じ て 20°C あ る い は

26°C に 設定 した 人工 気象室に お い て 培養 し た ，接種 8〜 11

日後 に 外部病徴 を 観察 し，個体 ご と に 1  段 階 の 発病 評点

Fig．　 1　 Fruit　of 　CS −PMR1 ．　a　resistant 　material 　for　breeding　Qfa

　　 powdery 　mildew −resislant 　cucumber 　The　fruit　was 　harvcstcd

　 　 　8days 　after 　anthesis ．

1996 1997 1998 1999 2005 （year）

PI　l97088 − − CS −PMR1

Sharp 】
ト
∵ト ー

晶
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 NousGo

Fig．2　The 　pedigree　ofthe 　powdery 　mildew 　resistant 　cucumber 　
’Kyuri　Chukanbohon 　Nou 　5　Go ’．
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（0 ：無発病〜9 ：子葉全面 が厚 い 菌叢 で 被わ れ る） を 用 い

て 評価 した ．

4，特性検定試験

　
‘
きゅ う り中間母 本農 5 号 と，対 照 品 種 と して うどん こ

病 に 罹病 性 の
‘
シ ャ

ープ 1
’
，高温 型 う どん こ 病 抵抗性 の

あ そ み ど り 5 号 お よび
‘
フ リーダ ム ハ ウ ス 2 号 を供 試

し，二 場所 で 特性検定試験 を行 っ た，

1）群馬県農業技術セ ン ター

　2006 年 8 月 28 日に 播種 し，9 月 13 日 に 硬質フ ィ ル ム ハ

ウ ス に 畝幅 160　cm ，株間 45　cm ，1条植 え で 定植 し た ．試

験 規 模 は 15 個 体 2 反 復 と し た．ハ ウ ス 犬 窓 の 開 口 温 度 は

20°C に 設 定 した，10 月 27 日 に 全個 体 に つ い て 自然 発 病 に

よ る う ど ん こ 病発 生 程 度 を観察 し，6 段 階 （0 ：無発病 〜5 ：

V2 以 上 の 葉 が 枯 死 ） の 発 病 評 点 を 用 い て 評価 した ．発病

度 は ［Σ （発病評 点 X 発病度別 個 体数 ）／最高発病 評点 X 調

査個体数］ × 100 に よ り算 出 した．

2）愛知県農業総合試験場

　2006 年 4 月 4 日に 播種 し，26 日 に 露 地 圃 場 に 畝 幅 140・cm ，

株間 20cm ，1 条植 え で 定植 した ．試 験規 模 は 10株 2反復

と し た ，6 月 29 日 お よ び 7 月 7 日 に 全 個 体 に つ い て 自然発

病 に よ る うどん こ 病 発 生程 度 を観察 し，5 段 階 〔0 ：無発病

〜4 ：病 変 面 積 が葉面 積 の SO％以 上 ） の 発病 評点 を用 い て

評価 し た ．発病度 は ［Σ （発病評点 x 発病度別個体数）／

最高発病 評点 × 調査個体数］・100 に よ り算出 した ．

　　　　　　　　　　 結　　果

1．植物体特
ll生

　
‘
き ゅ う り中間母 本農 5 号

’
の 草丈，節間長，葉 の 大 ぎさ

は
‘
フ リ

ーダ ム ハ ウ ス 2 号
’

お よ び
‘
と きわ

’
と ほ ぼ 同等

で，葉柄や 側枝節間は や や 長か っ た 〔第 1表）．側枝 の 発生

率 は 80％ で 良 好 で あ っ た ．雌性型で ，雌花着生 節 あた りの

雌花数 は 1花 で あ っ た，育種素材の CS −PMRI に 比べ ，主

枝上 の 雌花着生位置 が低下 した こ と か ら，着果が 早 ま っ た．

2．果実特性

　
‘
き ゅ う り中間母本農 5 号

’
の 果実 は ベ イ トア ル フ ァ 型

キ ュ ウ リに 似 て お り，果面に 溝 は な く，イ ボ お よ び トゲ も

な か っ た （第 2 表，第 3 図）．果形 は 円 筒形 で ，果 皮 色 は 濃

緑色 で あ っ た．早晩性 は 中位 で，主 枝 お よ び 側枝 に 着果 し

Table 工　 Plant　characteristics 　of
‘Kyuri　Chukanbehon　Nou 　5　Go’．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Seed
Cu 且tivar〆Accession
　 　 　 　 　 　 　 　 length！widthPlant

　typePlant
　height

　 （cm ）

Internodc且ength
　 　 　 　 　 　 　 LeafcO且or
　 　 （cm ）

K⊃川 ri　Chukanbohon
　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．2 土 0．03
Nou 　5　GoCS

−PMRI

Freedom 　House 　2

Tokiwa

2，7土 0．06

2．7 ± 0．102

．5 ± 0．06

　 　 　 　 　 Leafwidth
Leafshape
　 　 　 　 　 　 （cm ）

Norma1

Norrna1NermalNo

  a1

162 ± 5．3

111± 3，0160

士 3，3152

± 4．3

10．65 ± 0』0

9．75 圭 0．05

lL24± 0．12

ll．80± 0，35

Green

Pale　green

　GrecnGree

且

Pentagonal

Roundishpentagonal

Pentagonal
Roundishpcntagonal

3L5 ± 029

29，8 ± 0．48

31．4 ±  ，87

27．3 土 0，67

Tab 且e　l　 Plant　characteristics 　of
‘Kyuri　Chukanbohon 　NQu 　5　G  

’．〔con し）

　　　　　　　　　　　　　　 Internode　length
　 　 　 　 　 　 　 　 Petiole　length
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 oflateral 　branchesCultivar／Accession
　　　　　　　　　　（cm ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （cm ）

Development
　oflateral

branches（％）

　 Position　of

first　female　flower
　 on　maln 　stem

　 　 　 　 Female　flower
Sex　type
　 　 　 　 　 　 number

Kyuri　Chukanbohon
NousGoCS

−PMRl
Freedom　House　2
Tokiwa

30．0 土 0、82

24．3 土 1．03
27，2 ± 1．8S
25．0± 1．00

25．0 士 0．00

245 ± 1．50
23．3 ± 0．67
20．0 土 0．00

8 

8010010

 

Slightly　low

　 High
　 Low

　 None

Monoecious

MonoeciouS

Monoecious

Monoecieus

SingleSjngleSingleSingle

Evaluation　ofcbaracteristics 　was 　performed　betWeen 　spring 　and 　summer 　of2005 　jn　a　greenhouse　at 　Nationa1　lnstitute　of 　Vegetable　and 　Tea

Science（Mie，　Japan）．
Values　are 　means ± SE　oftwo 　te　five　plants．

Tab 匚e　 2　 Fruit　characteristics 　of 　
‘Kyuri　Chukanbohon 　Nou 　s　Go’，

Cultivar！Accession　　　　　Fruit　su エface　　　　　Wart 　s孟zeWartdensity

（None）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Surface
Spjne　size　　Spineじolor 　Fruit　shape 　　Fruit　color
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 pattem

Kyuri　Chukanbohon
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Smoo 出
Nou 　5　GoCS

−PMRI 　 　 　 　 　 　 　 Smooth
FreedQm 　House 　2　 恥 ry 　shallowly 　ridgy

Tokiwa　　　　　　　 ShaUowly　ridgy

（None）

Smail　 　 Medium

（None）　 （None）
Small　 　 Medium

（None ） （None ）　　Cylindrical　 Dark 　green　　 Absent

Medi   　 　 Black 　 Ellipti。al 　 Green 　 　 Chintzy

　 （None）　　　 （None）　　 Cylindrical　　 Green　　　　Absent
Slightly　small 　Transparent　Cylindrical　　 Green 　　 Stripe　at　tip

N 工工
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Table　2　Fruit　characteristics 　of
‘Kyur童Chukanbehon　Nou　5　Go’．（cont ．）

Cu黄tivar〆Accession

Kyuri　ChukanbohQn
Nou　5　GoCS

−PMR1

Freedom 　House 　2

T （〕kiwa

Blo  n1 Earliness
Fruit　bearing

　position

Majn　stem 　and

lateral　b  ches

Main 　stem 　and

lateral　bra皿 ches

Main　stem 　and
lateral　brallches
Lateral　branches

　 　 　 　 　 Fruit　length
Parthenoca叩 y
　 　 　 　 　 　 （cm ）

Light

HeavyLightLigllt

Medium

Late

Ear］yLate

Fruit
　 　 　 　 Fruit　Icngth／
diameter
　 　 　 　 　 diameter
　（cm ）

High 　　 10、8 士 0．25　　3．0 ±0．03　　3，65 ± 0，05

Absent　　　 6，7 ± 0，10　　 3．7 士 0，05　　　L84 土 0．00

Hjgh 　　 20．OtO ．51　　2．8 ・1・　O．10　　7．15 ：ヒ 0．19

Absent　　　26．0 士 1，11　　 3．4 士 0，23　　　7，70　t 　O，39

Table　2　 Fruit　characteristics 　of 　
tKyuri

　Chukanbohon　Nou　5　Go’．（cont ．）

Cultivar〆AccessienFruit
　weight

　 （9）

Fleshcolor　 Flesh　　　　　 Sk壼n 　　　　　　F且esh

thjckness　　toughness　　　行rmnes3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Net
Bitterness　　　　Color　of
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 formation　at
offmit 　　 mature 　fhコit

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 maturity

Kvuri　Chukanbohon
Nou 　5　GoCS
−PMRl

FreedQm 　House 　2

Tokiwa

62．8 ± 3．6　 　 Milky　Green　 Medium

555 ± 4．5
118．3 ± 122

176．0 土 28．4

Tough　　 Slightly　soft　 Absent　 Yellowish　green　　Dense

Milky 　Green　　Thin 　　 Slightly　s  ft

Milky 　Green 　Slightly　thick 　Medium

Milky　Green　 Medium 　　 Medium

Medium 　 　 Absent 　　 　 Brown 　 　 　 Dense

Medium 　　 Absent 　 Yellowish　green　 Abse 鼡

Medium 　　 Absent　 Y¢1且owish 　green　 Absent

Evaluation　of 　characteristics 　was 　pertbrmed　between　spring 　and 　surnrner 　2005　in　a　greenhouse　at　National　lnstitute　of 　Vegetable　and 　Tea
Science（Mie ，　Japan）．
The 　fruit　was 　harvested　8　days　after　anthesjs ，
V 良lues　are　means 土 SE 　oftwQ 　to　fbuエ representative 　fruits．

Fig，3　Frult　of ‘Kyほri　Chukanbohon　Nou 　5　Go’，

　　 The 　fヒuit　was 　halvestcd　8　days　after　anthesis ．

た ．単為結果性 が認 め られ，果実は 約 60g と小型で ，果皮

が 硬 く，果肉は や や 軟 らか か っ た ．果実 に 苦み は 認め られ

な か っ た ．熟果色 は 黄緑色 で あ り，成熟時 に 果 面 に ネ ッ ト

が 発生 した ，CS −PMRl に 比 べ ，果形 が 細長 く円 筒形 に な

り，果 肉 は 厚 くな っ た ．単 為結果性 も付与 さ れ た ．

3．う どん こ 病抵抗性

　
‘
きゅ うり中間母本農 5 ．号

’
は 26℃ の 高温条件下 は もと

よ り，20℃ の 低温条件下 で も安定 し た うどん こ 病 抵抗性を

示 し，CS −PMRl と 同様 に，温度非依存型抵抗性を 有す る こ

と が確認 され た （第 4 図，第 3 表）．強接種 し た 場合 に お い

て わ ずか に 菌叢が 認め られ る こ とは あっ た が，病 徴は きわ

め て 軽か っ た （デー
タ 略）．

　温 度 非 依 存 型 抵 抗 性 の 遺 伝 は 2 対 の 遺 伝子，す なわ ち

1 対 の 主 要 な劣 性 遺 伝 子 と低 温 下 で の 抵 抗 性 を 高 め る 働

Fig．4　 Severity　ef 　powdery　mi ］dew 　on
‘Kyuri　Chukanbohon 　Nou

　　　5Go ’
a皿 d　on 　susceptible 　Kurume 　65、

　　　Left　plants；
tKyuri

　ChUkanbohen　Nou 　5　Go
’．　Right　plants；

　 　 Kurume 　65．
　　 Eva 且uation 　was 　conducted 　jll　Feb．　of 　2006　by　spray 　inecula−

　　 tien　with 　a　conidia 　suspension （Morishita　e重al．
，
2002 ）．

　　 Eleven　days　a仕er　inocu］atjon 　of 　powdery 　mi ［dew．　lncu−
　 　 bated　at　20°C，

きを す る不 完 全優性 遺 伝 子 に よ り支 配 され る とす る仮定を

も と に x2 検 定 を 行 っ た 結 果，
‘
き ゅ う り中 間 母 本 農 5 号

’

と うどん こ 病罹病性 の 久 留米 65号 （久 留米 原 種育 成 会）と

の F2 に お け る適合確率 は 38％，　 F ］ に
‘
き ゅ う り中 間 母 本

農 5 ．写
．’

を 戻 し交 雑 した BCP1 に お け る確 率 は 33％ と，そ

N 工工
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Table　3Powdery 　rnildow 　rcsistance 　at　20°C　and 　26°C 　of
‘Kyuri　Chukanbohon 　Nou 　s　Go’and 　control 　cultivars．

Temperatlre Totalnumber

　　 o

Disease　severity 　ratingZ

Cultivar 12 　 　 　 34
一
⊃ 67 　　 　 89Ave ．

26℃

Kvuri　Chukanbohon　Nou 　s　Go

Sharp　lSuisei

　Fushinari

Kurume　65
Poinsctte　76

Aso　Midori　5
Natsu　Fushjnari

FreedomHousc 　2
CS−PMRl

2292222921
　
1　
　
　
@1

　
1

　
1
　
1

　　
@

1

2

 

1

2

C48 U4

2220

° CKyuri 　Chukanbohon　No@5Go

12

@1559

尸

⊃

@
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
87

1
　

　

　

1
　

　

　

　

　

　

　

112llSharp
　lSu

ci 　Fushin

jKurume 　65
Poinsette 　76

Aso　Midori 　5N

su　FushinariF

edom 　 Ho e 2C

|PMR1
1

tlrO220

．00dy5
．92a5
．78c6

．006

．00a2

．00bL83

cd

l33d ．

Jd

2

2

0

1

|1
つ 一12 且

511173

　　0．003
　8 ．182
　　8 ．40

　 　627abc
@ 　 6．78abo
@ 　 4，470def
　 　4，50acde

@ 　5 ．14abcd 　 　O． 92 　dcfgEvaluation 　was　conducted　in　Feb，　of　 2006 　by　spr 乱 y　inoc しLlatien　with 　a　conidjasuspensio
iMorishita

　et 　
al．，2002）． zO＝no 　symptom　一一9＝thick　and 　 completelyじ ov

ed 　with　powdery 　nlildew ． ｝Diffbrcnt 　Ietters　illdicate　 signi ∬ calltly　difTbrellt 　means 　within　
columns （Kl

kal −Walstest ， 　 P〈0，05 ）， Tablc 　4Powde 塀mildew 　resistance 　at 　20 ℃for［ Kyurj 　Ch しLkanbohon
　Nou

　5
　
Go ’，Kurume 　65 ，　Fl，F2 ，　

Pi　and 　BCP2 　gen

ations ． Pa

n1and 　crossco inationNu

er of a sAs
mptionzR ｝ i

STot

Expecte

@ratio　R：［M
S 　Z2　value （Provabjlity ）

uri　 Chukanboh

　N

　5Go

（PKu

me

65

（
） i2

CP

P224

．

12023215954

358125 1997983
王21101101

95 （0．38） 2． 24（  ．33 ） 0．00〔1．00）Evaluation　was 　conducted　 in 　 Feb．　of2006 　by 　 spray 　inoculation　with　a　cenidia　
spensLon

（ Morishita 　et　al．，2002） ． zResistance 　is　controllcd　by　two 　gene 　pairs，　an　 essential 　recessive　gene　and　an 　incompletely　domin

t　gene 　fbr　IM
heterozygote

）and
　R （homozygo亡e）． YI ）lants 　with　disease 　severity 　rating　 ofO ，1 − 2 　and　3− 9　were 　regardcd 　as　resistant 〔 R），　intermediate〔I

jand 　 susceptible
S），　 resp
tivcly ． れ そ れ高

値を示 した （ 第4 表） ． 4 ．特性検 定試 験 1 ） 群馬県

業 技 術 センター 　定植（ 9 月 13 日）から調査（10 月 27
） まで の 口平均 気

温 は25 ． 0 〜14 ． 4 ℃ で あっ た

群 馬 県 伊 勢崎市 ；気象 庁
ホ
ー ム ペー ジ 発 表 デ ー タ） ． しか

， ハ ウス 内 で の 栽 培 で あ っ たた
め
， 換 気 温度 は 20 °

ﾉ 設
定
さ

れ
てい た も の の，

比
較

的
高 温で推 移 し た と 推

定
さ
れる

‘ き ゅ うり 中 間 母 本 農 5 号 ’ ，‘ あそみどり5 号

’
お よ

び

フ リ
ー

ダ ムハウ ス 2 ． 弓 ． ’ で は うど ん こ 病

発生 し なかった（第5 表）

… 方 ， ‘シ ャ ー プ1 ’は80 ％ の個体 がう ど んこ 病 に 罹病

た． 2）愛 知県農業総合試 験場 　 定植 〔 4 月26 日 ）か ら 最

調 査（ 7 月10 日 ） ま で の日平 均
気温 13 ． 8 〜25 ． 7

C 〔愛知 県名古 屋 市：気 象 庁 ホ ー ム ペ ー ジ発
表
デー タ ）

環境条 件下 ，‘
シ

ャ ープ1 ’ では 5 月 30 日 から 発病

， その 後， 病 徴は緩やか
に

進行 し た ． ‘き ゅ う り 中
間

本 農 5 号 ’ で は
，

最 終 調 査 に お い て も 発 病 が全く 認

られなかった．一方， ‘ あ そ みどり 5 号 お よび ‘フ リー ダム

ウ ス 2 号 ’で
は
発 病 度 は小 さ

い
も のの ，そ

れ
ぞれ 20 ．

刀 C2 ． 3 ％ の 葉がう ど ん
こ
病 に

罹病 し
た
（
第
5表 ） ．

　
こ

よ う に ‘ きゅう り 中 間 ． 母 本
農

5 号 ’ は，いず れの検

闖齒鰍 ﾉ おい ても， 対 照 の‘シ ャ ー プ1 ’ ，‘あ そ み どり

D 冒 およ び ラ リ ー ダ ム ハウ ス2 号’ に 比 べ ，高度な う ど んこ
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Tab圧e　5Resul 匸s　ofpowdery 　mildcw 　resistance 　evaluations 　of
‘
Kyuri　Chukanbohon 　Nou 　5　Go

’．

　　　　　　　　　　　　　　　　 Gunma 　Agricultura］Technology　Center　　　　　　Aichi　Agricultural　Research　Ccnter
Cultiyとlr〆Accessjon　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　− 一一．
　　　　　　　　　　　　　　　 Disease　incidence（1）

∠
　　 Diseasc　sevcrit ゾ　　　Disease　incidence（2）

x

　　 Disease　sじverityw

K ｝
・
uri　Chukanbohon　Nol15Go 　　　　　　　　　　 O　　　　　　　　　　　 O　　　　　　　　　　　〔）．0　　　　　　　　　　 0．O

Aso 　Midori　5．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0　 　 　 　 　 　 　 　 　 0　 　 　 　 　 　 　 　 20．0　 　 　 　 　 　 　 　 5．O
Freedem　House　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔｝　　　　　　　　　　　 0　　　　　　　　　　　 2．3　　　　　　　　　　　0．6
Sbarp　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 80　　　　　　　　　　　　　29　　　　　　　　　　　　　98．3　　　　　　　　　　　　65．O

Evaluaしi〔）n　by　natural 　infection　ofpowder ｝
・mildew 　was 　performed 　i且 2006 　at 　Gunma 　pre免oしure 　and 　Aichi　prefecture，　independently．

乙Pcrccmage　ofinfected 　plants，　Thirty　plants　wcrc 　checked 　on 　27th　Oot．
yDisease

　severity 　rating ；0＝no 　symptom 〜5：thick　and 　completely 　covered 　with 　powdcry 　mildew ，
Disease　severity 　values 　were 　calculated 　using 　the　f｛）rmula ；

Disease　severjty ＝［（Σrating　no 、）×（no ，　plants　m 　raしirlg¢ atego 恐
「
）］xlOO 、［（Total　no ．　plants）× 〔highest　ratjng 　value ）1．

xPercentage
　ofinfected 　leaves，　Four　hundred］eavcs 　wcre 　ohocked 　at　7th　July．

wDiscase
　severity 　rating ；0＝no 　symptom −4：thiじk　and 　completely 　covered 　wjth 　powdcry 　mildew ．

Disease　severity 　valucs 　were 　calculated 　using 　the　formula：
Disease　scverity ＝L（ΣrEしting　no ，）x 〔no ．　plants　ill　rating 　category ）l　x

　lOO，，［（Total　rlo ．　plants）x （highcst　rating 　value ）］．

確認 され た．

考 察

　
‘
き ゅ う り中 間 母 本 農 5 号

｝
は，国 内で 初 め て の 温 度非依

存 型 の うどん こ病抵 抗 性 を 有す るキ ュ ウ リで ある，そ の う

どん こ 病抵 抗性 は，育成 地 （福 岡 県久留米市 お よ び 三 重県

津市）だ け で なく，特性検定場所 の 群馬県農業技術 セ ン タ
ー

お よ び 愛知 県 農業総合 試験場 で の 抵抗
．
性検定に お い て も発

現 し た ．ま た ，群馬県農業技術セ ン タ ー
の 試験 で は ハ ウ ス

内 の 気温 が 高 く推移 し た た め か ，
‘
ぎ ゅ う り中 問 母 本 農 5

号
’

の 温 度非依存性抵抗性 の 有無 を 確認 で きな か っ た が，

愛知県農業総合試験場の 露地圃場で の 試験に お い て は 高温

型 うどん こ 病抵抗件品種の
‘
あそ み ど り 5 号

’
お よ び

〜
ブ

リーダ ム ハ ウ ス 2 号
’
と の 発病 に 明 らか な違 い が認 め られ，

‘
き ゅ う り中間母 本農 5 げ は 温度非依存型抵抗性を 有す る

こ とが 確認 され た ．なお ，メ ロ ン に お い て は H 本 国内で も

数 多 くの うど ん こ 病菌 の レ
ー

ス ・菌群 の 分化が 報告 さ れ て

い る が （葛谷 ら，2004），自然発病 を 含め ，現在 ま で に 試 み

た 2 つ の レ ース （メ ロ ン の 判 定 品 種 に よ る レ
ーxl お よ び

2）や 未判定 の 菌系 に 対 し て も，本 系統 は 未だ に 罹 病 し た こ

と は ない ．将来的 に は レ
ー

ス 分化 に よ り罹病化す る 恐れ は

ある もの の，現状 で は 極め て 高い 安定 1生を 有 し て お り，全

国的 に 利用が 可 能な温度非依存型 の うど ん こ 病抵抗性を 有

す る 中間母本 で ある と考 え られ る，

　
‘
きゅ うり中間母本農 5 号

’
の 温度非依存型 うどん こ 病 抵

抗
・
「4 は，2 対の 遺伝子，す なわ ち 1対 の 主 要 な 劣性 遺 伝 子

と，低温 ドで の 抵抗性 を 高 め る 働 き をす る 不 完 全 優 性 遺 伝

子 に よ り制御 さ れ て い る と推定 され る．
‘
き ゅ うり 中間 母 本

農 5 号
’

の うどん こ 病 抵 抗 性 は CS −PMRI か ら導 入 し た も

の で あ り，CS −PMRI が有す る 抵抗「生は 1対 の 劣性遣伝了 と

も う 1対 の 不 完全優性遺伝子に よ る とい う推定 （Morishita

ら，2003）と今回の 結果は
一

致する．また ，こ の 結果 は CS一

PMRI の 2 座 の QTL が 温 度非存型 う どん こ 病抵抗性 1こ 関与

す る と し た Sakataら （2006a） の 解析 結 果 と も合 致 す る，

　
〜
き ゅ う りb ［．1問 丹 本 農 5Fv』

’
は，抵 抗 性 素 材 の CS −PMRl

に 比べ ，早生化 し，果形 が 良好 に な り，単為結果 性 が 付与

され る な ど，キ ュウ リ と し て の 植物特性 お よ び果 実特 性 は

大幅 に 向上 した ．し か し，い くつ か の 改善すべ き点 が残 っ

て い る．栽培上 問題 とな る形質 と し て，葉柄 や側枝 の 節問

が長 い こ とが挙 げ られ る．また，果 実品質上 は，日本で
一

般 に 流 通 す る キ y ．ウ リ と し て は 果実 が 小 さ く短形 で あ り，

さ らに ，果 皮 が 硬 く，果 肉 が や や軟 らか い ．こ れらに つ い

て は 今 後 の 品 種 育 成 に お い て 特 に 留 意 す べ き課 題 で あ る

が，優 良 系 統 との 戻 し 交 雑 に よ る改 良 が 期待 さ れ る，

　以上，
‘
きゅ う り中 間母 本農 5 号

’
は，温度非依存型の う

どん こ 病 抵抗性を 有す る こ と，素材 の CS −PMRI に 比 べ キ ュ

ウ リ と し て の 果 実 品 質 が 向 Itして い る 乙 とか ら，温 度非 依

存型 の うどん こ 病 抵 抗 性 を 有 す るキ ＝．ウ リ品 種育成 の た め

の 極 め て 有 用 な 中 間 母 本 で あ る と判 断 され る．また，キ ュ

ウ リ の うどん こ 病 抵 抗 性 に 関 す る 植物病理 学的 な研究用 材

料 と し て も貴重で あ る，

　 なお ，
‘
きゅ う り中 問 母 本 農 5 号

’
が 有 す る うど ん こ 病抵

抗 性 ぱ 劣 性 形 質 で あ るた め ，温 度 非 依 存型 抵 抗性 を 有 し な

い 系統 と の F
］

で は 発 現 し な い ．抵 抗 性 F
］ 品 種 育 成 に あ

た っ て は，両 親 に 温度 非 依 存 型 抵 抗性 を 導入 す る 必 要が あ

る．ま た，雌性 型 で あ る た め 雄 花 が ほ とん ど着 生 し な い ．

自殖す る 場 合や 花粉 親 とし て 利 用 す る場 合 に ぱ，硝酸銀 に

よ る 雄花 の 誘起 も必 須 で あ る．

摘 　　要

　高 温 期 （26°C 以 上 ） だ け で な く，比 較 的 低 温 期 （20
°C ）

に お い て も安 定 した う どん こ 病 抵 抗 性 を有 す る　
‘
き ゅ う り

中 問 母 本 農 5 号
’

を 育成 し た．こ れ は 雑 草 キ ［L ウ リ CS −

PMRI ，
‘
シ ャ

ープ 1
’

〔埼 モ 原 種 育 成 会 〔株 ））お よ び
‘
Rira

’

（Enza　Zaden　BV ，オ ラ ン ダ ） の 交 雑後代 で あ る．本 系統 の
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う どん こ 病 抵抗性は ，2 対 の 遺伝子，すなわ ち 1 対 の 主要

な劣性遺伝子 と，低温 下 で の 抵 抗 1生を 高 め る働 きを す る 不

完全優性遺伝子，に よ る と推定 され る．

　
‘
ぎゅ う り中間母 本農 5 弓

’
の 果 実 特 「生は 以 下 の 通 りで

あ っ た ．果実は 約 60g と小 型 で，ベ イ ト ア ル フ ァ 型 キ ュウ

リ に 似て お り，果 面 に 溝 は な く，イ ボ お よ び ト ゲ もな い．

果皮色 は濃緑 色 で あ る．主 枝 お よ び側枝 に 着果す る．果皮

は硬 く，果 肉 は や や 軟 らか い ．果 実 に 苔み は ない ．熟果色

は 黄緑色だ が，成 熟時 に 果 面 に ネ ッ トが 発生 す る．

　本中間 母本 は 温度 非 依 存 型 の うど ん こ 病 抵抗 1生を 有す る

キ ュ ウ リ品 種 育 成 の た め の 貴重 な育 種素材 で ある．

　謝　辞　本 研 究 の 実 施 に 際 し，特 性 検 定試 験 を 担 当 し て

い た だ い た 群馬県農業技術セ ン タ
ー

お よ び 愛知県農業総合

試 験 場 の 担 当者各位 に 深 く感謝 の 意 を表す る，
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